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公共から民間へ木造を拡大

（７） （第三種郵便物認可）２０２３年（令和５年）１２月２５日　（月曜日） 【企　画】

　自治体のストック調査を
年度に開始し、今回で回目と
なります。目的は、総合管理計
画や個別施設計画の策定などを
通じた公共施設などの「総合管
理計画や個別施設計画等の見直

し」「更新・統廃合・長寿命化」「財政負担の軽減・
平準化」の取り組みの参考になるように、アンケート
に協力してもらった地方公共団体へフィードバックす
ることです。
　アンケートは、７月６日に依頼し、９月８日に回答
締め切りとしました。質問項目は、①公共建築マネジ
メントに関わる部署の連携状況②建築・設備の専門職
員の充足状況、必要な技術支援③「公共施設等総合管

理計画」の見直し状況④施設マネジメントにおける民
間活力の導入状況⑤「施設保全データベース」の導入
・活用状況の５項目を設けました。自治体（都道
府県、政令市、東京特別区、中核市、特例市、中都市、
小都市）のうち自治体から回答を得ており、全体
回答率は前年度比８％増でした。

「公共建築のマネジメントに係る部署の連携状況」で
は、全体で「連携が円滑に行われている」と回答した
のは、％と前年度と比べて微減でした。東京特別区
や人口万人以上を分類した中都市は％を上回りま
したが、「連携が必ずしも円滑に行われていない」の
回答は全体で％を占め、特例市や政令市、人口万

人以下を分類した小都市は％超でした。
　具体的な理由に、「マネジメント部局と施設所管局
の連携がうまくいかない、施設所管課との意識の差が
ある、関係部局が多数ある」が件に及び、「組織上
の問題で体制、主体が決まっていない、明確でない」
が件、「予算権限がない、計画と予算が連動してい
ない、財務部局と連携できていない」が件でした。
　また、「建築・設備専門職員の充足状況」について
は、全体の％が「不足している」に回答し、特例市
や中都市は％超、小都市は％を上回る結果となり
ました。今年度から新項目として設けた「設備が不足
している」では全体で５％にとどまりましたが、東京
特別区では％を占め、「技術職はいない」も全体で
は４％でしたが、政令市は８％と倍加しました。

「公共施設等総合管理計画」の見直し状況では、年
度以前に見直し済みと年度までに見直し予定を含め
ると、全体で％に達しました。「同計画における公
共施設の維持管理・更新に係る経費の見直し内容」で
は、長寿命化対策からか「更新周期」が件、「再

配置計画」は件、「修繕周期」は件の回答があ
りました。
　その他も件に上り、うち「見直していない、検討
中」が件で「計画自体を見直すのではなく、計画の
運用方法、施設の管理方法を精査し、見直す取り組み
を進めている」（小都市）との回答がありました。
「最新の保有建物データに更新」は件となり、「総
合管理計画策定後に調査等を実施した施設の経費見込
み額を反映」（都道府県）が聞かれました。
　「施設マネジメントにおける民間活力の導入状況」
については、「指定管理者制度」が％に及び、「民
間等への賃貸」が％となりました。その他の回答で
は、ＤＢＯ（設計・建設・運営）方式による公共施設
の整備、維持管理運営や事業用定期借地権方式による
公共施設などの整備が挙がりました。
　民間活力の導入に関する感想や意見、支援要望では、
「類似規模の団体における導入事例、導入方法を知り
たい」（中都市、小都市）「個々の自治体単位で民間
の導入を推進するために民間企業を選定することは選
定理由を含め、ハードルが高いと感じている」（小都
市）などが聞かれました。 　（一部抜粋）

　今回の保全技術研究会および記
念講演会は、まず「公共建築マネ
ジメントの状況調査報告」を行い、
その後の事例発表では、静岡県島
田市と千葉県佐倉市の先進的な取
り組みについてご紹介します。そ
うした発表内容を含め、「戦略的
な公共建築マネジメントの取り組
み」と題したパネルディスカッシ
ョンを開催します。

　各地方公共団体は、住民の高齢化や人口減少、厳しい
財政状況の中で現有する資産を有効活用し、いかに行政
サービスのレベルを維持するかという、困難な課題に直
面しています。まさに今、戦略的なマネジメントが強く
求められていると思います。
　研究会を通して、何らかの気づきや解決のヒントが得
られることを期待しています。後半の記念講演会では、
東京大学の腰原幹雄先生に　「都市木造の意義と現在」　
と題して講演していただきます。
　　この記念行事が皆さまの日頃の業務に役立てていた
だけることを祈念いたします。

日本一高い木造建築のportplus（ポートプラス）

小岩井農場４階倉庫

　
都
市
部
に
建
設
す
る
中
高
層
木
造
建
築
﹁
都

市
木
造
﹂
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
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い
う
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念
で
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と
い
う
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材
と
向
き
合

て

い
ま
す


　
日
本
で
木
造
と
い
う
と
釘
と
金
物
を
使
わ
な

い
伝
統
的
な
大
工
の
仕
事
を
想
像
す
る
人
が
多

い
と
思
い
ま
す
が

法
隆
寺
が
つ
く
ら
れ
た
１

３
０
０
年
前
で
は
な
く

現
代
の
技
術

生
産

シ
ス
テ
ム

生
活
ス
タ
イ
ル
に
合
う
木
造
を
つ

く
る
必
要
が
あ
り
ま
す

そ
う
し
た
木
造
を
Ｔ

ｉ
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ｂ
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ｉ
ｚ
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と
名
付
け

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き
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
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木
を
新
し
い
建
材
と
見
な
し
た
ほ
う
が
良
い
も

の
が
生
ま
れ
る
と
考
え
た
の
で
す


　
実
は
明
治
期
に
も
同
じ
よ
う
に
考
え
る
人
が

た
く
さ
ん
出
ま
し
た

新
木
造

　

新
興
木
構

造

工
学
的
木
造
な
ど
と
呼
ば
れ

　

従
来
の

伝
統
的
な
木
造
と
異
な
る
新
た
な
木
造
の
在
り

方
を
目
指
し
た
の
で
す

伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
に
あ
る
病
院
や
郵
便
局
を
見
る
と

外

見
は
洋
風
建
築
で
す
が
骨
組
み
が
木
造
の
も
の

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

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外
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Ｃ
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を
つ
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め
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姿
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と
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の
で

し
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う


　
産
業
建
築
で
は

家
内
制
手
工
業
か
ら
大
量

生
産
の
時
代
に
な
り

大
型
の
工
場
や
倉
庫
が

１
９
０
０
年
代
の
日
本
に
生
ま
れ
ま
す

海
外

の
建
築
を
模
し
て
小
岩
井
農
場
の
倉
庫
や
日
清

製
粉
館
林
工
場

長
野
県
の
６
階
建
て
の
繭
倉

な
ど
の
大
き
な
木
造
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た

教

育
で
は

寺
子
屋
が
学
校
に
な
り

校
舎
と
い

う
新
た
な
建
築
が
誕
生
し
ま
し
た


　
鉄
や
コ
ン
ク
リ

ト
な
ど
の
建
築
材
料
が
不

足
し
た
戦
時
中
は

応
急
処
置
と
し
て
木
材
を

使
う
こ
と
を
考
え
ま
し
た

新
興
木
構
造
と
呼

び

鉄
と
コ
ン
ク
リ

ト
の
建
築
構
造
の
研
究

者
が
木
造
を
研
究
し

細
か
い
木
材
を
使

た

ト
ラ
ス
構
造
を
開
発
し
て
大
ス
パ
ン
の
建
築
を

生
み
出
し
た
の
で
す

戦
争
が
終
わ
る
と
木
造

の
研
究
は
な
く
な

た
の
で
す
が

こ
の
時
代

の
建
築
と
し
て

空
襲
で
焼
か
れ
て
２
階
建
て

に
な

た
東
京
駅
の
屋
根
や

戦
闘
機
の
格
納

庫
が
今
も
京
都
や
姫
路
に
残

て
い
ま
す


　
近
代
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よ
り
新
し
い
用
途
の
建
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が
求
め
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ま
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
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街
地
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に
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築
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き


火
災
や
地
震
に
対
す
る
都
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の
不
燃
化
の
観
点

で
木
造
は
小
さ
い
建
築
に
限
定
し
た
か
ら
で

す


　
建
築
基
準
法
が

年
に
改
正
さ
れ
る
と

大

き
な
屋
根
の
木
造
建
築
が
建
設
で
き
る
よ
う
に

な
り

大
断
面
集
成
材
も
開
発
さ
れ

ド

ム

や
体
育
館

美
術
館
な
ど
が
地
方
に
つ
く
ら
れ

ま
し
た

木
造
も
構
造
計
算
で
き
る
よ
う
に
な

り

Ｒ
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や
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と
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よ
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に
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に
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で
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る
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造
が
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で
す
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そ
こ
か
ら
２
０
１
０
年
に
﹁
公
共
建
築
物
等

に
お
け
る
木
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法

律
﹂
が
で
き

低
層
の
公
共
建
築
は
木
造
化
を

検
討
す
る
こ
と
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な
り
ま
し
た

最
初
は
面
倒

く
さ
が
ら
れ
ま
し
た
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地
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の
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業
な
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と

連
携
で
き

メ
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も
地
元
企
業
に
頼

め
ば
将
来
に
わ
た
り
一
緒
に
維
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で
き
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た
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
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極
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に
取
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組
む
自
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が
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え
ま
し
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

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に
﹁
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の
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造
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推
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が
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が
出
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れ
ま
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た
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私
た
ち
も
ど
ん
な
建
築
か
ら
木
造
を
普
及
さ

せ
る
か
を
世
の
中
に
投
げ
か
け
る
た
め


年

に
﹁
都
市
の
木
造
建
築
展
﹂


年
に
﹁
テ


ン
バ
ラ
イ
ズ
建
築
展
﹂
を
開
き
ま
し
た

特
に

重
視
し
た
の
は
木
材
関
係
者
で
す
な
ぜ
な
ら


こ
れ
か
ら
は
住
宅
だ
け
で
な
く
学
校
や
体
育

館

ビ
ル
な
ど
大
規
模
建
築
の
木
材
を
林
業
や

材
木
屋
さ
ん
に
提
供
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る

か
ら
で
す

ま
た
自
治
体
は
一
般
の
人
が
木
造

を
ど
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し
め
る
か
を
考
え

木
造
を
使

て

地
域
を
ど
う
し
た
い
か
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え
る
必
要
が
あ
り

ま
す

Ｓ
Ｄ
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の
時
代
に
な
り

Ｃ
Ｏ

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吸
収
源
と
し
て
森
林
の
維
持
や
炭
素
貯
蔵
の
効

果
も
ポ
イ
ン
ト
で
す


　
い
ま
日
本
で
一
番
高
い
木
造
建
築
は

大
林

組
の
設
計
施
工
で
横
浜
市
に
完
成
し
た
﹁
ポ


ト
プ
ラ
ス
﹂
と
い
う

階
建
て


の
ビ
ル
で

す

さ
ら
に
東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
は

東

京
・
丸
の
内
に
世
界
最
大
規
模
と
な
る
高
さ
１

０
０

の
木
造
ビ
ル
の
新
本
店
を
計
画
中
で

す

ト

プ
ラ
ン
ナ

が
夢
物
語
だ

た
木
造

ビ
ル
を
実
現
し
よ
う
と
し
て
お
り

そ
れ
を
見

て
﹁
う
ち
も
や
る
ぞ
﹂
と
考
え
る
人
が
増
え
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
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一
方
で

木
造
を
推
進
す
る
理
由
に
は

森

林
資
源
を
有
効
活
用
す
る
だ
け
で
な
く

間
伐

し
そ
こ
ね
た
山
に
若
い
木
を
植
え

元
気
な
山

に
更
新
す
る
狙
い
が
あ
り
ま
す

な
ぜ
な
ら
山

に
は
木
材
な
ど
の
物
質
資
産
に
加
え

文
化


保
健
・
レ
ク
リ
エ

シ

ン

保
養
所

気
候

緩
和
や
水
質
浄
化

洪
水
緩
和
や
水
資
源
貯
留

な
ど
水
源
涵
養

土
砂
災
害
防
止

地
球
環
境

保
全

生
物
多
様
性
保
全
な
ど
多
様
な
価
値
が

あ
る
か
ら
で
す

し

か
り
管
理
し
な
い
と
多

く
の
価
値
を
失
う
こ
と
に
な
り
ま
す


　
現
在
の
山
は

戦
後
植
え
た
た
く
さ
ん
の
木

が
使
い
頃
に
な
る
一
方
で

若
い
木
が
非
常
に

少
な
い
状
態
で
す

山
の
面
積
は
限
ら
れ
る
た

め

い
ま
切

て
植
林
し
な
い
と

年
後
に
使

う
木
が
不
足
し
ま
す

そ
の
た
め
木
材
の
地
産

地
消
が
重
視
さ
れ
る
の
で
す
が

森
が
豊
か
な

地
域
に
建
築
需
要
が
た
く
さ
ん
あ
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん

地
域
の
木
材
を
都
市
部
で
使
う

﹁
地
産
都
消
﹂
が
重
要
に
な
り
ま
す


　
ま
た

約
５
０
０
０
万
棟
の
住
宅
ス
ト

ク

の
う
ち
木
造
住
宅
は
約
３
０
０
０
万
棟
で
す


木
造
住
宅
は
年
間



万
棟
建
て
ら
れ
て
い

ま
す
が

最
盛
期
だ

た

年
の
１
１
０
万
棟

に
比
べ
て
半
減
し
ま
し
た

少
子
化
や
建
物
の

長
寿
命
化
を
考
え
る
と
こ
れ
か
ら
新
築
の
木
造

住
宅
が
増
え
る
こ
と
は
難
し
く

今
後
ど
こ
で

木
材
を
使
う
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん


　
木
造
は

年
代
ま
で
３
階
建
て
延
べ
１
０
０

０
平
方

ぐ
ら
い
に
規
模
が
制
限
さ
れ
た
た

め

低
層
の
学
校
や
庁
舎

ア
パ

ト
な
ど
が

主
戦
場
で
し
た

現
在
は
技
術
的
に
木
造
超
高

層
建
築
を
建
設
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
き
ま
し
た

が

み
ん
な
が
そ
こ
に
向
か
う
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん

地
域
や
社
会
が
求
め
る
建
築
に
少
し
ず

つ
広
め
る
こ
と
が
重
要
で
す


　
技
術
面
で
は
耐
震
性

防
耐
火
性

断
熱
性

・
機
密
性

遮
音
性

耐
久
性
な
ど
の
研
究
開

発
が
進
み

今
後
は
居
住
性
や
維
持
管
理
性
の

研
究
・
開
発
が
進
む
と
思
い
ま
す

こ
れ
ら
の

技
術
が
整
備
さ
れ


年
の
建
築
基
準
法
改
正

に
よ
り
従
来
の
軒
高
９


棟
高



延
べ

床
面
積
３
０
０
０
平
方

を
超
え
る
木
造
を
建

設
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た


　
最
初
は
平
面
的
に
大
き
な
美
術
館
や
博
物
館

が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
が


年
以
降
の
都
市
木

造
の
時
代
に
な
る
と

よ
り
繊
細
な
木
材
の
需

要
が
高
ま
り
ま
し
た

住
宅
用
流
通
製
材
を
使

用
し
た
大
規
模
木
造
が
注
目
さ
れ

プ
レ
カ


ト
マ
シ

ン
で
製
材
に
継
手
や
仕
口
を
つ
く

り

補
強
金
物
を
使

て
施
工
し
ま
す

そ
れ

を
使
い
倉
庫
や
工
場
な
ど
大
ス
パ
ン
の
建
物
を

建
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た


　
そ
し
て

大
断
面
集
成
材
だ
け
で
な
く

Ｃ

Ｌ
Ｔ
や
Ｌ
Ｖ
Ｌ
と
い

た
新
し
い
木
質
材
料
も

登
場
し

太
く
て
長
い
材
と

厚
く
て
大
き
い

材
が
手
に
入
る
よ
う
に
な
り
ま
す

い
よ
い
よ

自
然
界
に
存
在
し
な
い
大
き
な
サ
イ
ズ
の
材
料

を
使
え
る
よ
う
に
な

た
の
で
す


　
一
方

木
材
は
集
成
材
よ
り
無
垢
が
い
い
と

い
う
意
見
は
あ
り
ま
す
が

集
成
材
や
Ｃ
Ｌ
Ｔ

と
無
垢
材
は
ラ
イ
バ
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん

柱

や
梁
に
そ
の
ま
ま
使
え
る
Ａ
材
は
無
垢
材
と
し

て
高
く
売

て
も
ら
い

小
曲
り
の
Ｂ
材
は
短

く
切

て
集
成
材
や
Ｃ
Ｌ
Ｔ
に
使
い
ま
す

そ

れ
も
難
し
い
も
の
は
チ

プ
に
し
て
バ
イ
オ
マ

ス
に
し
ま
す

社
会
全
体
で
製
材

集
成
材


バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
を
分
担
し
て
活
用
す
れ
ば
い

い
と
思
い
ま
す


　
安
全
性
に
対
す
る
実
証
実
験
も
進
ん
で
い
ま

す

Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
プ
レ
キ

ス
ト
コ
ン
ク
リ

ト

の
よ
う
に
使

た
５
階
建
て
の
木
造
ビ
ル
を
振

動
台
実
験
し

阪
神
・
淡
路
大
震
災
級
の
地
震

に
対
す
る
安
全
性
を
確
認
し
ま
し
た

ま
た



年
に
耐
火
木
造
が
開
発
さ
れ

不
燃
材
で
耐

火
被
覆
し
た
も
の

燃
え
止
ま
り
部
材
を
挿
入

し
た
も
の

鋼
材
を
内
蔵
し
た
ハ
イ
ブ
リ

ド

化
の
３
種
類
の
木
質
系
耐
火
部
材
が
で
き
ま
し

た


　
最
初
に

鋼
材
内
蔵
型
と
な
る
５
階
建
て
の

﹁
金
沢
エ
ム
ビ
ル
﹂が

年
に
完
成
し
ま
し
た


被
覆
型
で
は

１
階
が
Ｒ
Ｃ
造

２
｜
５
階
が

木
造
の
﹁
下
馬
の
集
合
住
宅
﹂
が

年
に
東
京

で
完
成
し
ま
し
た

銀
座
に
は
５
階
建
て
ツ


バ
イ
フ


の
商
業
施
設
が
で
き

壁
の
厚
さ

が


鉄
骨
よ
り
薄
く

人
力
施
工
で
き
る
メ

リ

ト
が
あ
り
ま
す

福
島
県
い
わ
き
市
の
復

興
公
営
住
宅
で
は



ぐ
ら
い
の
大
き
な
Ｃ

Ｌ
Ｔ
パ
ネ
ル
を
現
場
で
組
み
合
わ
せ
て
短
工
期

で
つ
く
り
ま
し
た

人
件
費
や
間
接
経
費
が
高

騰
す
る
中

工
期
短
縮
や
労
働
力
を
減
ら
す
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
た
め

こ
う
し
た
大
判
パ
ネ

ル
の
使
用
が
メ
リ

ト
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん


　

年
に
完
成
し
た﹁
高
知
県
自
治
会
館
﹂は


１
階
が
Ｒ
Ｃ
造
で

そ
の
上
に
柱
頭
免
震
を
設

け
ホ

ル
な
ど
が
あ
る
２
３
階
も
Ｒ
Ｃ
造


４
｜
６
階
を
木
造
と
す
る
混
構
造
で
す

こ
の

立
面
混
構
造
は
各
層
ご
と
に
構
造
形
式
が
異
な

る
も
の
を
積
み
上
げ
る
だ
け
の
た
め
評
価
が
簡

単
で
す

さ
ま
ざ
ま
な
用
途
の
組
み
合
わ
せ
に

挑
戦
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す


　
木
造
が
広
が
る
中
で

建
物
全
体
を
木
造
に

す
る
よ
り

混
構
造
で
部
分
的
に
木
造
を
取
り

込
む
方
向
に
早
く
も
ギ
ア
チ

ン
ジ
し
て
き
た

と
感
じ
ま
す
大
空
間
を
Ｒ
Ｃ
造
や
Ｓ
造
に
し


小
さ
い
空
間
を
木
造
に
す
る
の
は
正
解
で
は
あ

る
の
で
す
が

み
な
が
同
じ
方
向
に
い
く
と
木

造
技
術
が
出
そ
ろ
う
前
に
次
の
ス
テ

ジ
に
い

き

新
し
い
技
術
が
生
ま
れ
な
く
な
る
こ
と
を

懸
念
し
て
い
ま
す

そ
の
意
味
で
は

年
に
技

術
開
発


年
に
魅
力
発
信


年
に
普
及
の

ス
テ

ジ
に
来
ま
し
た
が

少
し
ペ

ス
が
早

い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん


　
大
規
模
木
造
は
ゼ
ネ
コ
ン
や
デ
ベ
ロ

パ


が
新
技
術
を
開
発
し
ま
す

公
共
事
業
は
少
し

先
を
見
据
え
て

み
ん
な
が
ま
ね
を
し

使
い

や
す
い
領
域
を
見
つ
け
る
た
め
の
モ
デ
ル
ケ


ス
を
示
す
こ
と
が
大
切
で
す

そ
し
て
ど
ん
な

木
造
に
し
た
い
か

同
じ
思
想
を
持
つ
人
た
ち

と
チ

ム
を
組
む
と
楽
し
い
建
築
を
提
案
で
き

ま
す

そ
う
す
る
こ
と
で
都
市
木
造
の
選
択
肢

が
広
が
る
と
思
い
ま
す


　
建
築
保
全
セ
ン
タ

は

月

日

東
京
都
港
区
の
建
築
会
館
ホ

ル
で

２
０
２
３
年
度
公
共
建
築
月
間
記
念
行
事
﹁
保
全
技
術
研
究
会
・
記
念
講
演

会
﹂
を
開
い
た

保
全
技
術
研
究
会
で
は

研
究
発
表
と
し
て
中
田
修
建
築

保
全
セ
ン
タ

第
一
研
究
部
長
が
﹁
公
共
建
築
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
状
況
調
査

報
告
﹂

事
例
発
表
と
し
て
岩
本
達
夫
島
田
市
行
政
経
営
部
資
産
活
用
課
資

産
経
営
担
当
が
﹁
施
設
設
備
運
営
事
業
に
お
け
る
成
果
連
動
型
報
酬
支
払
ス

キ

ム
の
導
入
に
つ
い
て
﹂

橋
本
直
子
佐
倉
市
資
産
経
営
部
資
産
経
営
課

Ｆ
Ｍ
推
進
班
班
長
が
﹁
公
共
施
設
の
複
合
化
等
の
プ
ロ
セ
ス
と
効
果
に
つ
い

て
﹂
を
テ

マ
に
取
り
組
み
を
紹
介
し
た

そ
の
後

﹁
戦
略
的
な
公
共
建

築
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
り
組
み

実
践
的
な
公
共
施
設
の
再
編
事
例
か
ら
学

ぶ
こ
と

﹂
を
テ

マ
に
パ
ネ
ル
デ

ス
カ

シ

ン
を
行

た

記
念
講

演
会
で
は

腰
原
幹
雄
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
教
授
が
﹁
都
市
木
造
の

意
義
と
現
在
﹂
を
テ

マ
に
講
演
し

公
共
建
築
に
お
け
る
木
材
利
用
の
今

後
を
展
望
し
た



